
令和5年11月　定例教育委員会

■日　　時　令和5年11月17日（木）15：30～17：30

■場　　所　高森町公民館学習室A

■参集範囲

教育委員：高野教育長、湯澤委員、鈴木委員、庄司委員

事務局　：清水事務局長、芦部公民館長、伊藤学校教育係長、松島子ども支援係長、木

村（紘）社会教育係長、前田子ども家庭総合支援室係長、木村（彰）給食センター所長

1.開会

2.教育長あいさつ

インフルエンザが保育園を中心に増えている。まるごと収穫祭、音楽祭など大きな

イベントが続いた。教育委員の皆様にも、たくさん関わって頂いた。感謝申し上げ

る。

その際に、多くの中学生が関わった。本当に有難い。今後も、このような機会を

作っていきたい。

・部活動地域移行の現状について

R6年度からR8年度までの３年間で、土日の部活の地域移行を完了するという県の

方針。県も国もそれを動かすコーディネーターの重要性を説いているが、人を見

つけるのが難しい。北部でも、教育長・職務代理が参加する協議会の中で、北部

の中で事務所を立ち上げ人を配置する計画。

その後、町村長にも協議をしてきたが、コーディネーターの必要性は理解して頂

いたが、まずは町村ごとにしっかり動き、その後、各市町村の現状を踏まえなが

ら、広域連携の必要性を模索し、体制づくりをしていくという方向となった。

湯澤委員

北部でコーディネーターの必要性が出た場合、人の配置が上手くいくように進め

ていくことが重要となる。

・信州やまほいくの動きについて

先日、公立保育園長と共に、実際のやまほいく認定園を視察。中川村の片桐保

育園。午前中の園の様子を見ることができた。年中から年長、それぞれの年齢に

応じた保育が見れた。先生の声はほとんど聞こえない（全て、子どもたちが主体的

となって遊んでいる）

来週、県の担当者が来庁し、園の先生方へ説明を行ってもらう。今後、町立保育

園の先生たちの気持ちがあれば、認定について進めていく。認定されると、研修

に参加できる、補助金が出るなどのメリットもある。正規職員のみではなく、会計年

度任用職員の先生も参加させたい。県からも保育の安全についての専門家の派

遣が可能となる。ただし、自然の中での保育は、当町でも当たり前に行っている。

湯澤委員



やまほいく認証制度については、知事部局が進めている。今後、制度化する信州

型フリースクールの認証制度も、同じような流れと感じている。地域と一緒にやって

いく、多様な保育・学習をやっていくという流れ。今後、教育委員会・事務局とし

て、この流れを意識して、今までの流れと整合性を取ることも考えていく必要があ

る。

庄司委員

この参加の単位は、どういう単位なのか？公立、私立の違いはあるのか？

高野教育長

認証の単位は園ごと。公立も私立も申請できる。特化型と普及型と２つのタイプが

ある。当町の保育の内容はすでに認証を受ける

湯澤委員

抵抗があることも事実。違和感、異論を持っている人たちもいる。

高野教育長

園外保育など、こういう保育の重要性を、保育士にも考えてもらう、意識を変えるも

のにしていきたい。一方で、リスクも増えるため、この制度に認証されると県からの

専門家派遣などの制度も利用できるため、あわせて職員の意識向上や研修もしっ

かり実施していく。

湯澤委員

教育長のとおり、リスクは高まる。一方で、子どもたちに危険を察知する力、回避す

る力を身に付けさせることは必須。

3.協議・報告事項

（1）教育長より

（2）各係からの報告

　＊学校教育係

JR東海リニアヤードペインティングプロジェクト（仮称）除幕式※主催はJR東海

　12/09（土）14：00～30分程度＠下市田河原ヤード

　※事前予約制。駐車場関係もあり、参加対象は絵を描いた児童生徒及びその保護者。

　※当日は2時間程度、全面通行止めを実施。

　※作品数は南小4年生（112）、北小5年生（17）、中学校美術部（3） 約130作品

湯澤委員

ここへのペイントの方法はどんな方法になるのか。学校との調整はどのように行っ

てきたのか。

清水事務局長

子どもたちが描いた絵をスキャンし、それをプリントする手法と聞いている。学校と

の調整では、JRによるリニアの学習会とセットとして、リニアの仕組みも学びなが

ら、高森町の未来を想像して絵を描くということを柱に、調整を進めてきた。

　＊こども支援係（保育園）

下市田保育園改修工事：設計業者は白子建築設計事務所（飯田市小伝馬町）



契約額　12,650,000円（税込）

・今年度中に、ある程度の形が見えてきたら、地域説明会に出た意見への対応も

含めて、地域の皆さんや保護者へ説明会を行う予定。

・みつば保育園を４月から仮園舎として運営できるように、補修・清掃等に入っても

らう計画。

・必要な備品を引っ越し。補正等で業者等に依頼することも含めながら、受け入れ

について整備を進めていく。

湯澤委員

信州やまほいくの方向性が出ている。下市田保育園を改修していく際に、そういう

部分を含めていくことが必要ではないか？

松島係長

今後、設計士と内容を詰めていくが、自然との関わりについての保育は、十分検

討していきたい。

湯澤委員

代替園舎となるみつば保育園への子どもたちの送迎について、保護者からの意

見は。例えば、車の手配、距離が変わったこと、あとは延長保育のあり方などにつ

いて。

鈴木委員

今の下市田の園児の受け入れは、仮園舎では可能なのか？

松島係長

当初、旧吉田保育園と旧みつば保育園の2園を比較し、どちらかを選択する上

で、今の下市田保育園の人数を受け入れるためには、旧みつば保育園が望ましいという

結論になった

　＊社会教育係

公民館改修工事（一般競争入札：開札10/25、11/1臨時議会にて議決）

請負業者決定　神稲建設（株）1億516万円（税込）

車いす利用者への対応も進める。騒音のため、福祉センター1Fの相談室を執務

室として最低限の備品で対応する予定。公民館は全面断水。また、テニスコート

前の駐車場の一部に現場事務所を設置。後期は３月末までだが、２月末くらいに

は、館内の大きな工事は終了予定。

松本山雅ホームタウンPRイベント11/5の報告（中学校3年生出展報告）

（3）事務局より

4.会議・イベント等日程一覧

　11月18日（土）”サッカー＆英語”教室（By松本山雅）＠多目的運動場 9：30～

　11月19日（日）あったかもりの絵の本ひろば加藤啓子先生講演会＠福祉Ce 大H13：30～

　11月23日（木：勤労感謝の日）晩秋の里山を歩こう～井上井月の足跡を追って～

　11月26日（日）町民駅伝大会＠中学校グランド9：20～開会式

　11月29日（水）北部教委研修＠大鹿村　15：00～



　12月09日（土）JRヤードペインティング除幕式　14：00～＠下市田河原工場※事前予約制

　12月10日（日）伊那谷DEキャリア教育研修会＠豊丘村ゆめあるて

13：00～16：40（高森町の竹活用について事例発表あり）

　12月12日（火）学校運営協議会18：00～＠福祉センター大ホール

5.その他

鈴木委員

3年生があかり保育園に。歌も一緒に。特に、この合唱は、0歳児の子どもたちも、

身体を揺らして聴くなど、素晴らしい光景だった。

中学生の男の子も積極的に、子どもたちに関わってくれた。聞いたところによると、

不登校傾向の生徒も参加。園児から「楽しかった」という感想を聞いて、涙を流す

姿も見られたとのこと。ぜひ、このような交流事業をどんどん進めていってほしい。

庄司委員

音楽祭について。本当に素晴らしい音楽祭だった。一方で、子どもたちの参加や

観客が少ないとの意見を頂いている

湯澤委員

今年から観光協会が主担当となった。この点についても、その効果について考え

てほしい。やはり教育的な部分のほうが大きいのではないか。

6.閉会

【次回教育委員会】

　12月8日（金）定例教育委員会　※三校校長会も併せて


